
１．抽象絵画教育の可能性について
　本稿で試みるのは、ゲルハルト・リヒターの作品を使
用した抽象絵画の題材開発とその実践の検証である。
　リヒターの描く抽象絵画に顕れる、無作為の行為から
生まれたテクスチュアやマチエールが、視覚以外の感覚
でとらえた世界を可視化するための手段となることを、
制作を通じて体験的に理解させることに留意しながら題
材開発および実践を行い、それが現代の絵画教育カリ
キュラムの作成にいかなる意味をもち得るか、特に抽象
絵画の教育のために重要な要素を孕んでいるか、という
点に関して考察したい。
　ゲルハルト・リヒターといえばフォト・ペインティン
グやカラーチャートからアブストラクト・ペインティン
グまで、多岐にわたる制作スタイルで知られるが、一貫
性がないように見える彼の作品群に共通する意思は「表
面」を造形することであると考えられる。写真にせよカ
ラーチャートにせよ、彼の描くものは表面として存在す
るものであり、アブストラクト・ペインティングでは、
絵具が乗った支持体表面の操作が主要な問題となってい
る。これは絵画の平面性、物質性を重視する制作態度で
あり、かつ描く対象に制作者の主体的意思を感じさせな
いことからも、戦後モダニズム絵画の影響を大きく受け
ているといってよい。
　しかしリヒターの制作における大きな特徴は、モダニ
ズム絵画の理論を客観的、網羅的に実践している点にあ
る。彼の絵画は写真と絵画の関係を踏まえた上で、抽象
絵画の発生からミニマル・アートにいたる近代絵画の還
元主義的な変遷について、批評的視点から冷静に分析し、
客観的な態度でそれらを再構築しているかのような印象
を受ける。しかも様々な様式を横断的に扱い、技法や制
作スタイルのルーティンに陥ることがない点は過去の戦
後モダニズム絵画に例がない。
　一般的に、抽象絵画はモダニズムの終焉とともに衰退
したかのように思われがちだが、リヒターのように21世
紀に突入した現在もなお精力的に抽象絵画を描き続け、
それが豊かな表現として、世界的にも高い評価を受けて
いる作家が存在していることも事実である。どうしてな
のだろうか。それは彼が抽象絵画の可能性を信じ、今な
お絵画で人を感動させることができると、信じているか
らに他ならない。このことは彼の発言にも明確に表れて
いる。
「我々は抽象絵画によって、決して見られないもの、理
解されないものに近づく最良の方法を創りだした。それ
は絵画がもっとも直接に感覚的なものをもたらすから
だ。」1）

　モダニズム絵画を引用しながら、モダニズム絵画が
陥った理論主導の袋小路を回避しつつ、絵画表現の豊か
さを取り戻そうというのがリヒターの絵画であり、これ
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は現代における絵画教育の再生を考える上でも、非常に
示唆に富むものではないだろうか。
　美術教育の中で抽象絵画は、バウハウスを始まりとす
る構成教育とデザイン教育として、またキュビスムから
モンドリアンにいたる、自然のエッセンスを抽出する絵
画教育として取り扱われてきた。これらは戦前の抽象絵
画を、形態と色彩の関係に重点を置いてカリキュラム化
したものである。
　これに対しアメリカを中心とした戦後の抽象絵画は、
表現様式が多様化し、身体性や行為等を強調したり、絵
画の物理的構造を主題としたりするなど、絵画を批判的
に捉える意識が強くなったため、絵画教育の題材として
扱うには開発と実践に困難を伴うものが多い。すなわち
抽象絵画には、戦前と戦後を通じて系統化されたカリ
キュラムが存在しないのである。
　このような状況下で、リヒターを題材とした抽象絵画
教育の試みは、戦後のモダニズム絵画を中心とした抽象
絵画の系統化されたカリキュラム作成に有効なのではな
いかと考えた。彼の作品はモダニズム絵画を俯瞰的にモ
チーフとして扱いながら、その根底に絵画表現の可能性
を愚直なまでに信じる態度が見られるため、そこを起点
として、純粋な絵画教育として抽象絵画における表現を
体験させることができる上、形態と色彩の他に、表面の
テクスチュアやマチエールによる表現の可能性を学ぶこ
とができるからである。
　またこのような偶発的なテクスチュアによる表面を作
り、その魅力を理解することは、絵画のみにとどまらず、
デザインや工芸など、子どもの美術体験に広く影響を与
えると考えられるので、美術教育の根源的な役割にも通
じる、重要な要素ではないかと考えている。

２．題材開発
■題材名　：見えないものを描こう
■対象学年：和歌山県立海南高等学校大成校舎　第１学年
■題材について
　前出のゲルハルト・リヒターの言葉に倣い、見えない
ものを表現する抽象絵画というテーマを設定し、いろい
ろな「見えないもの」を考えながら、それを可視化させ
る練習を経て、リヒターの抽象絵画を鑑賞し、彼の表現
意図を考えながらリヒターの絵画を追体験させる。
　リヒターの抽象絵画は、スキージで一気に引き延ばさ
れた絵具が見せる様々な偶発的なテクスチュアが特徴的
である。それらが何層にも重ねられ、表情豊かな表面と
空間が形成されている。そこに込められた造形意思を想
像しながら、彼と同じ方法を用いて抽象絵画を制作する
ことにより、偶発的な色彩の混ざり合いやテクスチュア
で何かを表現できることに気付かせたい。
　制作にはB3サイズのキャンヴァスボードとアクリル

絵具、それに幅25センチ程度の窓拭き用ワイパーを使用
した。
■学習目標
⑴ 抽象絵画に関心をもち、積極的な態度で見えないもの
を探究し、表現のテーマを設定する。［関心・意欲・
態度］
⑵ 見えないものを可視化するにあたって、色や形を工夫
して表現する。［発想・構想］
⑶ 道具や絵具の特性を生かして、様々な表現方法を駆使
して作品を制作する。［創造的技能］
⑷ リヒターの抽象作品に込められた表現意図について考
え、自分の言葉で表現する。［鑑賞］
■指導計画
【第1次】「見えないもの」について考え、表現する練習
【第2次】リヒターの鑑賞
【第3次】制作：リヒターの抽象絵画を追体験

■指導のポイント・学習のフォーカス
【第1次】
　ワークシートに「見えないもの」とは何か、考えて書
き出し、発表させる。生徒の想像力が膨らむように、発
表されたものはもれなく板書する。
　その後、皆が考えたいろいろな「見えないもの」の中
から、「感覚」を取り上げ、聴覚、嗅覚、味覚などを目
に見えるように表現する練習を行う。

【第2次】
　リヒターの作品（フォト・ペインティングと、アブス
トラクト・ペインティング）を紹介し、制作方法や考え
方を説明しながら鑑賞。

いろいろな感覚
を描く練習
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　次に、リヒターのフォト・ペインティングと、アブス
トラクト・ペインティングを比較し、高度な写真模写の
技術をもつ彼が、どのようにして絵具を伸ばしただけの
抽象絵画を制作するようになったのか、を考えさせる。
フォトショップの画像加工により、写真に水平方向のブ
レを加えることで、リヒターの抽象絵画のような画面を
作り出せることを体験し、写真と抽象の間を行き交うリ
ヒターの制作スタイルについて、理解を深めさせる。
　最後に、リヒターの言葉（「我々は抽象絵画によって、
決して見られないもの、理解されないものに近づく最良
の方法を創りだした。」）を紹介し、彼が抽象絵画を制作
して表現しようとしたものとは何だったのか、考えさせ、
ワークシートに記入させる。その際、第1次の最初に
行った活動で「見えないもの」について考えたことを思
い出し、参考にさせる。

【第3次】
　リヒターが表現したかったことを念頭に置き、各自そ
れを実現できるように、リヒターと同じ手法を使って作
品制作を行う。窓拭きワイパーを使って絵具を伸ばす作
業は、周囲への汚れを気にして動きが小さくならないよ
う、机にはみ出すことを気にせず、キャンヴァスボード
のサイズぎりぎりまでワイパーを動かすよう指示する。
自分のつくった作品の意味を明確に意識させるため、最
後に自分のつくった作品にタイトルを付けて完成とする。

■生徒作品
　絵具を、チューブからキャンヴァスに直接絞り出す行
為はもちろん、窓拭き用ワイパーを使ってそれを延ばし
ながら絵を描くという行為も、生徒たちにとって初めて
の体験である。最初の反応は面白がったり、戸惑ったり、
怖がったりと各人様々であったが、慣れるにつれて、各
自が思い思いの工夫を凝らしながら作品制作に取り組ん
でいった。

　作品 a と b は、リヒターの重層化された絵具の痕跡が作り出す空間
性を、忠実に再現することに成功している。絵具を何層も塗り重ねて
いると、各色が混ざりすぎ、鈍重で平板な画面になってしまうのだが、
両者はその寸前を見切って、重厚な絵具の重なり合いや混ざり合いと
鮮やかな色彩の対比が空間の深さを感じさせる作品を創りだしている。

生徒作品　フォトショップで写真を加工しながらリヒターの制作に迫る

授業の様子（制作風景）

生徒作品　ａ

生徒作品　ｂ

生徒作品　ｃ

生徒作品　ｄ
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３．実践を終えて
　以上のように、生徒作品の中に多様な表現が現れたこ
とは、抽象絵画を「見えないものを描く」手段であると
捉え、この点について、導入時から入念に意識付けして
きたことも背景にあると思われる。特に、生徒作品 e、f、
g のようにリヒターの手法を使いつつ、自分なりの表現
を試みる生徒が出現したのは、リヒターが表現したかっ
た「見えないもの」について、生徒それぞれが思考を重
ねた結果であると考えられる。
　さらに生徒作品 e、f、g をみると、リヒターの抽象

絵画の手法は、子どもたちの表現に対する意欲をかき立
てる要素を孕んでいるように感じられる。リヒターを離
れて表現されたこれらの作品群は、かつての抽象表現主
義や、アンフォルメル等の作品をも彷彿とさせる。これ
はリヒターの手法が、戦後モダニズム絵画の多様なスタ
イルを超えた、絵画にとって根源的なもの、を顕在化さ
せる契機となりうることを示すものである。
　このことから、リヒターの抽象絵画の手法を学ぶこと
は、戦後モダニズム絵画の歴史を体験的に理解し、さら
に抽象絵画による表現の豊かさを学ぶことにつながる、
ということがいえるだろう。
　表面のテクスチュアについては、偶発性による様々な
表現の可能性に子どもたちが気付いて、様々な試みを
行ったことが成果として挙げられると同時に、リヒター
の画面が表面にとどまらず、絵画的な深さを志向するも
のであることも今回の実践で明らかになった。ワイパー
で押し潰され、引き延ばされた絵具による表面は、マチ
エールを形成しない、ツルツルの表面であり、絵具は画
面の内部に塗り込められ、深さを伴うテクスチュアとし
て定着されるからである。ここでもリヒターの手法が絵
画空間の深さを形成させやすく、表現の幅広さを志向す
るものであることが、生徒たちの表現の多様さを生み出
したといえるだろう。
　なお、リヒターの作品に潜む「表現への意思」を通じ
て、子どもたちが抽象絵画についての理解を深め、表現
の多様さを学ぶ、という体験が、現代の美術教育の中で
どのような意味を持ち、いかなる役割を果たすことがで
きるか、という点に関しても、この実践を今後どのよう
な題材と組み合わせ、繋げてゆくのか、という点も含め
たこれからの取り組みの中で明らかにしてゆきたいと考
えている。
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　作品 c と d も、リヒターの画面を丁寧に観察した成果が表れてい
る作品である。ワイパーの動きを生かした、スピード感とリズム感
にあふれる表現が特徴的で、ワイパーで絵具を伸ばす行為を上手く
コントロールしながら、魅力ある表面を創りあげている。

　作品 e、f、g は、リヒターの絵画を再現する、というテーマを超
えて、ワイパーを使った独自の表現に踏み込んでいる例である。
　e は色彩の組み合わせに独自の工夫が見られ、f は一旦塗った絵具
を削り取りながら、明暗のコントラストを生かした空間を創りだし、
そして g においては、薄く引き延ばされた絵具の重なり合いが透明
感を湛えた空間を表現している。3作品ともリヒターから離れて、自
分の表現したいものを描こうという意思が感じられ、それが作品の
魅力となっている。
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